


製品別包装向けカスタム3辺シールパウチ
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Details
 

カスタム3辺シールパウチは、3辺をシールし、充填用の開口部を1つ残した平型のフレキシブル包装です。汎用的な袋サイズではなく、製品に合わせて材料、有効寸法、印刷レイアウト、
最終シール条件を指定し、サンプル、個包装、箱入り小売製品向けの包装を開発します。

ブランドオーナー、包装購買担当者、受託包装業者向け： この形式は、スパイスブレンド、コーヒーサンプル、栄養パウダー、美容用サシェ、ペット用おやつ、その他のコンパクトな製品で
検討する価値があります。用途への適合性は、選定した構成と実際の内容物による検証に左右されます。医薬品用途または化学的要求の高い用途には、別途技術評価が必要です。

パウチは版下校正で適切に見えても、充填時に不具合が生じることがあります。ヘッドスペースが不足すると粉末がシール部に残り、不適切なラミネートは吸湿を招き、切り込み位置が不適
切だと完成パックを開けにくくなります。

これらの問題は、印刷と流通の後ではより高コストになります。不良包装は充填を中断させ、過剰在庫は資金を拘束し、漏れや開封しにくいパックは製品体験を損なう可能性があります。実
務的な解決策は、内容物、フィルム、寸法、開封・再封機構、充填設備、輸送保護を一体の作動システムとして承認することです。



用途イメージであり、供給製品の写真や検証済み充填容量ではありません。

この包装形式を確認する

これは何によって3辺シール平型パウチとなるのですか？
製品ブリーフを承認済みパウチにするには？
優先事項に合う材料と調達方法はどれですか？
食品接触およびリサイクルに関する主張を裏付ける書類は何ですか？
納品品質とリピート注文をどのように守りますか？
発注前に最も重要なことは何ですか？
見積もり可能な包装ブリーフから始める

これは何によって3辺シール平型パウチとなるのですか？ ↑
この製品は カスタムプラスチック袋 → カスタム平型パウチに属します。特徴的な構造は、3辺を事前シールした平らな本体と、充填用に残された開口部です。充填業者は製品を充填後、
残りの開口部を閉じます。切り込み、チャック、吊り下げ穴は追加の設計選択であり、自動的に付く機能ではありません。

CFIAの 成形済みパウチの定義[1] は、この構造をレトルト包装の文脈で記載しています。これは構造説明のみを裏付けるものであり、通常の平型パウチが同じ辺構成だからといってレト
ルトに適するわけではありません。

スタンドアップパウチと異なり、この平型形式には自立陳列用に設計された底マチがありません。そのため、サンプルキット、紙箱、マルチパック、適切に設計された吊り下げ陳列に実用的
な候補です。小売棚で包装が自立する必要がある場合は、版下を作成する前にスタンドアップ構造を比較してください。

空の既製パウチと印刷済みロールフィルムも区別してください。既製パウチ充填システムは個々の袋を扱い、製袋充填シール工程はフィルムから包装を成形します。完成時の見た目が同じで
も、設備適合性を示すものではありません。価格を依頼する前に、充填工程が必要とする供給形式を明記してください。

製品ブリーフを承認済みパウチにするには？ ↑

https://inspection.canada.ca/en/preventive-controls/flexible-retort-pouch


まず内容物と曝露条件を定義する

希望するフィルム名ではなく、製品から検討を始めてください。内容物が乾燥品、油性品、液体、摩耗性を持つか、酸素、湿気、光、香りの損失に敏感かを特定します。目標賞味期限、保管
環境、仕向地市場、真空、ガス置換、熱間充填、冷凍、レトルトの要件も含めてください。

これらの詳細によって、何を試験する必要があるかが決まります。粉末はクリームとは異なるシール上の課題を示し、鋭利な粒子はバリア数値だけでは解決できない機械的懸念を生みます。
賞味期限は材料略号で保証される利点ではなく、充填済み包装について検証すべき目標として扱ってください。

外形寸法と有効充填スペースを分ける

完成品の外幅と外高をミリメートルで記録し、サイドシール、底シール、最終封緘シール、チャックまたは吊り下げヘッダーが占めるスペースを特定します。印刷面、有効キャビティ、外形
寸法は関連しますが、互換的に置き換えられる測定値ではありません。

容量、耐荷重、および収容可能な品目数は、実際の製品寸法、充填条件、サンプル検証によって決まります。 表示正味重量だけではパウチサイズは決まりません。形状またはかさ密度が異な
る製品は、同じ重量でも占める体積が異なる場合があります。

充填済みサンプルで、ヘッドスペース、開口部の余裕、外観、最終シール位置を評価してください。吊り下げ用途では、穴を製品キャビティ外の専用ヘッダーに配置します。他社が公表する
精度を流用せず、寸法公差は充填業者と合意してください。

実寸の印刷サイズで、説明文、該当する場合の原材料情報、ロットコード用スペース、バーコード可読性を含めて版下を確認してください。重要情報をシール、切り込み、開封経路にまたがっ
て配置しないでください。画面上で大きく見える校正でも、小さな完成サシェでは読みにくい文字を見逃すことがあります。

用途に応じて表面と開封・再封の詳細を選ぶ

マット仕上げとグロス仕上げの外観、透明部分、引き裂き用ノッチ、角丸加工、吊り下げ穴、ジッパークロージャーは、見積もりの際に相談できるオプションです。ただし、本製品について
対応が確認された機能ではありません。要求された組み合わせごとに、選択した構造と製造工程に照らして実現可能性を検討する必要があります。

使い切りパックには、チャックなしで開けやすい開口部が必要な場合があります。繰り返し開封する製品には、別途評価した再封機能が必要です。チャックを提案する場合は、開封によって
再封機能が失われないよう、最終ヒートシールおよび切り込み経路との位置関係を確認してください。



裏面を未使用スペースと見なさず、表裏両方の版下を確認してください。ここでの閉鎖方式の選定は、ヒートシールと任意のチャックに関するものであり、背面取付バックルや粘着式配送ラ
ベルポケットではありません。また、銀色の外観はバリア層を示すものでもありません。蒸着フィルムとアルミニウム箔には異なる仕様が必要です。

生産承認前に入稿前確認を行う

合意済みのダイラインに合わせて版下を作成し、充填開口部、シール領域、切り込み位置、チャックまたは吊り下げヘッダーを明確に示してください。表裏の向きを確認し、必要なコード印
字領域を確保します。生産用データでは印刷グラフィックと製造ガイドを区別し、後者が意図しない印刷物にならないようにしてください。

想定する色見本と仕上げを同時に承認してください。画面表示だけでは、透明、白、蒸着、箔を含む構成での最終結果を確定できません。色の一貫性が重要な場合は、生産前に物理見本と受
入公差、後続注文との比較方法を合意してください。



版下承認と機能承認は分けてください。デジタル校正はレイアウトを確認しますが、シール強度、バリア性能、開封挙動、充填機適合性を確立するものではありません。特に外観サンプルと
ライン試験に用いる材料が異なる場合は、各承認属性をどのサンプルが代表するかを記録してください。

工場能力を前提にせず製造チェックポイントを合意する

一般的な製造工程には、入荷フィルムの検査、印刷、必要に応じたラミネート、該当する場合の硬化、スリット加工、製袋とシール、形状カット、検査、梱包が含まれます。正確な順序は選
択した構造によって異なります。これは計画上の枠組みであり、本製品について検証済みの設備や工程を示すものではありません。

スケジュールでは、サンプル準備、版下承認、該当する場合の金型、生産、検査、輸送を分けてください。この製品について、工場固有の最小発注数量、生産期間、単位重量、寸法範囲は提
供されていません。これらは見積もりまたはサンプル測定の項目であり、他メーカーの公表数値で代用することはできません。

シールおよび完成包装の挙動を検証する

実際の製品を使い、想定する設備で提案パウチを試験してください。シール温度、圧力、保持時間の実用的な組み合わせを確立します。開口部を一貫して扱えること、最終シール部に内容物
が残らないことを確認してください。空袋での実演成功は、充填製品でのライン試験ではありません。

シール強度は、シール済み試験片を分離するのに必要な力を測定します。 __NUM_a__[2] は試験方法を規定しますが、すべてのパウチに共通する受入値を示すものではありません。
試験片幅、支持方法、報告単位、受入限度を合意し、工場シールと最終封緘シールの両方を評価してください。

漏れ試験は別の問い、すなわち包装に漏出経路があるかを扱います。材料と内容物に適した完全性試験方法を選定し、該当する気泡漏れ法を含めることがあります。剥離力が合格したことを
漏れ密閉性の証拠と見なしたり、材料適用範囲を確認せずに染色試験法を指定したりしないでください。

https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmf88f88m23


受入項目 記録する内容 裏付ける判断
寸法とシール 外形寸法およびシール幅（mm）、合意済み公差 取扱性、有効スペース、充填適合性
ラミネート構成 外側から内側までの層、厚み（µm）、片面当たりかどうかの明記 材料同定と一貫した比較
シール強度 試験片幅当たりの力。例：N/__NUM_b__。方法および破壊モード 合意済みシール仕様に対する受入判定
包装完全性 方法、サンプル状態、観察結果、受入基準 漏出経路の検出
開封と印刷 裂け方、任意のチャック機能、色見本、バーコード読取り 使用性と見栄え

これらは提案する受入項目であり、報告済み試験結果ではありません。共通の合格値は設定されていません。量産に着手する前に、買い手、パウチ供給業者、充填業者は、試験条件、サンプ
リング方法、不適合材料の取扱いを合意する必要があります。

優先事項に合う材料と調達方法はどれですか？ ↑

解決すべき課題に基づいて構成を比較する

評価する構成 検討する理由 重要な制約
PET/PE または BOPP/PE 適切な乾燥製品およびサンプル用途向けの透明構成 酸素に敏感な内容物または特定の賞味期限に適すると決めつけないでください

PET/VMPET/PE 追加保護を要する製品向けの蒸着バリア構成 無垢のアルミニウム箔と同等ではありません。加工後および取扱後のバリアを確認してくださ
い

PET/AL/PE 遮光と厳しいバリア目標が重要な箔含有構成 不透明でリサイクル上の制約があります。機械的損傷により性能が損なわれる可能性がありま
す

PA/PE 耐突刺し性を選定上の優先事項とする場合の候補 適合性は依然として製品形状、厚み、充填済み包装試験に左右されます
EVOH含有構成 透明性と酸素保護の両方を優先する場合の候補 湿度は性能に影響します。関連する曝露条件下で試験してください

単一素材または紙風の代替案 明確なリサイクル目標または希望する表面外観を評価
する

外観も材料名称も、リサイクル可能性、堆肥化可能性、十分なバリア性能を証明するものでは
ありません

この表は、評価対象となる候補構造を示すものであり、在庫品や承認済みの製品仕様を示すものではありません。厚みだけで選ばないでください。また、一般的な構造が電子レンジ対応、レ
トルト対応、または熱充填に適しているとは想定しないでください。これらの用途には、それぞれ専用の材料選定と検証が必要です。

酸素バリアについては、 __NUM_c__[3] はフィルムおよびラミネートの透過測定を扱います。過去の掲載を現行と見なすのではなく、試験合意書に適用する方法の版を指定してくだ

https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmd398517


さい。フィルムデータだけでは、完成包装の性能は確立されません。

酸素透過度は、温度、湿度、酸素圧条件とともに __NUM_d__(STP)/(__NUM_e__·日) で要求してください。水蒸気透過度は、温度・湿度条件および
__NUM_g__ など合意済みの適用方法とともに g/(__NUM_f__·日) で要求してください。異なる条件で取得した値を直接同等として提示してはなりません。

注文全体のコストを比較する

デジタル印刷は、試作、頻繁に変わるデザイン、複数SKUで検討する方法です。グラビア印刷はシリンダー準備を伴い、確立した反復生産量で検討できます。フレキソ印刷も見積もりの選
択肢です。利用可能性、版下適合性、初期費用、最小数量、生産予定は、実際の案件について確認が必要です。

同一の寸法、構成、印刷要件、機能、数量、納品条件で見積もりを比較してください。金型、サンプル、試験、梱包、運賃が含まれるかを確認します。より低いパウチ単価でも、初期費用、
過剰在庫、充填試験に失敗する仕様によって相殺されることがあります。

平型パウチとスタンドアップパウチを公平に比較するには、製品保護要件を一定にしてください。平型設計では自立用ベースが不要ですが、ここでは何パーセントの節約も確立されていませ
ん。正しい選択は、一般的なコスト指数ではなく、想定する陳列、取扱い、発注経済性に左右されます。

食品接触およびリサイクルに関する主張を裏付ける書類は何ですか？ ↑
米国の食品用途では、 FDAの構成成分ステータスに関するガイダンス[4] により、物品の規制上の位置付けは構成物質と意図する用途に依存することが説明されています。根拠のない
「FDA承認済みパウチ」という表示に頼らず、選定構成および適用条件を特定する書類を求めてください。

EU向け案件では、以下に基づく適用可能なプラスチック要件の確認を含めてください。 規則（EU）No __NUM_h__[5]。食品の種類、接触条件、裏付けとなる適合宣言および
移行試験の証拠を特定してください。リンクされた統合版テキストは参照版であり、市場投入を予定する用途に適用される要件を確認してください。

基材フィルムに関する文書があっても、フィルム、インキ、接着剤、コーティングを組み合わせた完成品すべての適合性が自動的に証明されるわけではありません。その証拠が提案する構造
に対応しているか確認してください。本製品について、認証、食品接触適合、溶出試験の結果は確認されていません。

環境に関する主張も同様に具体的にしてください。単一素材設計であっても、すべての仕向地で回収・リサイクルされる保証はなく、紙風の表面でもラミネートが紙としてリサイクル可能に
なるわけではありません。堆肥化可能性には、主張する廃棄条件を裏付ける証拠が必要です。仕向地固有の包装義務は、食品接触適合性とは別に確認してください。

納品品質とリピート注文をどのように守りますか？ ↑
空のパウチを段ボール箱内でどのように計数、保護、識別するかを定義してください。想定する輸送経路について、湿気、圧潰、取扱い損傷への対策を確認します。充填済みパックは、重量、
形状、外装との相互作用が空袋の積み重ねと異なるため、別途流通評価が必要です。

出荷前に検査およびクレーム対応を合意してください。隔離が必要な不良は何か、必要な写真またはサンプルは何か、影響ロットをどのように追跡するかを定めます。輸送損傷、印刷不一致、
シール不良、納品遅延を、商品到着後の非公式な協議に委ねてはいけません。

https://www.fda.gov/food/packaging-food-contact-substances-fcs/determining-regulatory-status-components-food-contact-material
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX:02011R0010-20250316


リピート注文では、承認済みの版下改訂、構成、ダイライン、色見本、機能サンプル、合意済み受入基準を保管してください。再注文前に、内容物または充填ラインの変更を記録します。過
去に成功したロットは有用な参照ですが、開示されていない材料置換や使用条件の変更を検証するものではありません。

発注前に最も重要なことは何ですか？ ↑
販売環境に合わせて形式を選ぶ。 平型パウチは、箱入り、サンプル提供、適切に設計された吊り下げ陳列に適しています。棚で自立させるには別の構成が必要です。
充填済みサンプルで有効スペースを承認する。 外形寸法と目標正味重量だけでは容量は決まりません。
主張する性能に証拠を対応させる。 フィルムバリア、シール強度、包装完全性、賞味期限検証は、それぞれ異なる問いに答えます。
見積もりを比較可能にする。 価格を比較する前に、構成、印刷要件、機能、数量、納品範囲を固定してください。
確認済みの事実と要望されたオプションを区別する。 MOQ、製造リードタイム、単位重量、工場の製造能力、性能結果は、本製品について未検証のままです。

見積もり可能な包装ブリーフから始める ↑
カスタム3辺シールパウチの最も確かな出発点は、包装に何をさせる必要があるかを明確に記述することです。内容物、目標充填量、判明していれば提案寸法、賞味期限目標、充填設備、版
下、仕向地市場、要求機能、発注数量、必要納品日を含めてください。未解決の寸法または材料は、想定仕様ではなくサンプル開発項目として残してください。

そのブリーフを使って、製品ごとの見積もりを依頼してください。

[1]成形済みパウチの定義：Flexible Retort Pouch Defects Manualは、成形済みパウチの節で3辺を事前シールした構造を説明しています。この構造参照は、こ
こで説明する製品のレトルト適合性を確立するものではありません。 ↩

[2]__NUM_a__：参照方法はシール強度を測定し、試験片の破壊を特定します。受入限度および試験構成には合意が必要であり、この方法だけで包装の漏れ密閉性を確立するものでは
ありません。 ↩

[3]__NUM_c__：リンクされた過去の掲載は、この方法のフィルムおよびラミネート適用範囲を記載しています。実際に評価する材料について、適用版を選定し試験条件を報告してく
ださい。 ↩

[4]FDAの構成成分ステータスに関するガイダンス：FDAは、食品接触材料の構成成分に基づく評価と、意図する使用条件の重要性を説明しています。この参照は、この製品が承認また
は試験済みである証拠ではありません。 ↩



[5]EUのプラスチック製食品接触材料に関する要件：リンク先のEUR-Lex統合版テキストは、規制審査の枠組みを裏付けるものです。適用される要件と製品固有の裏付け文書は、想定
される市場と用途ごとに確認する必要があります。 ↩

Product Option


